
２０２３年度 事業報告  

NPO 法人 犬 山あん き に く らそ う 会 

1.はじめに 

「 犬 山 あ ん き に く ら そ う 会 」  は １ ９ ９ ９ 年 に 設 立 し て ２ ５ 年 目 と な り 、 第 ２ ７

回 通 常 総 会 を 開 催 す る 運 び と な り ま し た 。 「 今 井 あ ん き の 家 」 が 新 し い 施 設

に移転をし て丸 2 年が過ぎ、この施設での運営状況や問題点がはっ きりと

見え てきた 状況を報告する総会となります。 

Ｎ Ｐ Ｏ は 、 困 っ て い る 人 に 手 を 差 し 伸 べ る こ と を 理 念 と し て い ま す 。 NPO

活動分野の 保健、医療、福祉の分野と 子ども の健全育成の分野で活動す

る こ と を 目 的 に 出 発 し ま し た 。 ２ ０ ０ ０ (平 成 １ ２ )年 ４ 月 に 開 始 し た 介 護 保 険

法 の 指 定 事 業 者 に な る こ と に よ っ て 、 「 介 護 の 社 会 化 を 地 域 で 実 現 す る こ

と」を めざし 、２４年間活動し てきました 。 

会員の皆さんの協力を得て２０１６年に認定 NPO を 取得し 、次の有効期

間は ２０２６ (令和８ ） 年６月ま でです 。認 定 NPO 維持のた め には１００名 以

上の会員維持が必要です。引き続きご 支援をよ ろし くお願いいた し ます。 

新し い施設へ移転当初か ら グループ ホームは 満室（２セク ショ ン１８名）と

な っ て い ま す 。 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 「 宅 老 所 今 井 あ ん き の 家 」 で は 、

定員２ ９名 に対し ず っ と１ ９名程 度で こ の ２年推 移し て き まし た 。なか なか 定

員 が 埋 ま ら な い 状 況 が 続 い て い ま す 。 昨 年 度 ま で は ス タ ッ フ の 人 員 不 足 も

ありました が、今年は 5 月か ら特定技能外国人の制度を 利用し、ミャンマー

から介護福祉士を 目指す若者を 4 人採用し、人員的には充足していますが、

小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 の 利 用 者 は 充 足 し な い 状 況 と な っ て い ま す 。 毎

月 新 た な 契 約 者 は い る の で す が 、 同 じ 数 だ け 施 設 入 所 や 入 院 又 は お 亡 く

なりになる方も おり、契約者数とし ては横ばいの状況が続いています。 

また 、この 10 月か ら、泊まっ て、通っ て、訪問し て、と３つの役割を一つ

に し た 小 規 模 多 機 能 の 機 能 に さ ら に 訪 問 看 護 を プ ラ ス し た 看 護 小 規 模 多

機 能 型 居 宅 介 護 に 移 行 し て い ま す 。 名 前 も 「 宅 老 所 今 井 あ ん き の 家 」 か ら

「 あ ん き の カ ン タ キ 」 に 変 更 と な っ て い ま す 。 な る べ く 長 く 自 宅 で 過 ご し た い 、

で き れ ば 「 看 取 り 」 も 住 み な れ た 家 族 と 共 に 、 そ ん な 願 い を か な え る 支 援 場

所 で す 。 昨 今 は 、 医 療 の 発 達 に よ り 病 気 を 抱 え な が ら も 、 自 宅 で 過 ご す 人

も多くなっ てきています。少し古いですが、2017 年のデータ では 8 割の人

が自宅で最期を迎えたいと答えていますが、現実には病院や施設でお亡く

なりになる人が圧倒的に多くなっ ていま す。最後まで自宅で過ご し た いとい

う人た ちの願いを 支えら れるよう 、看護小規模多機能型居宅介護「あん きの

カンタキ 」を皆さんに知っ てもら えるよう 営業努力を 続けています。 



実際に日本では 、お亡くなりになる 65 歳以上の人は２０１５年には約１０

０万人だった のですが、2040 年頃までに 1.6 倍（160 万人/年）になるという

統 計 も 出 て い ま す 。 必 然 的 に 自 宅 で お 亡 く な り に な る お 年 寄 り は 今 後 増 え

て い く と 予 想 さ れ て い ま す 。 こ の ２ ０ 年 で グ ル ー プ ホ ー ム は 終 の 棲 家 と し て

世 間 で も 定 着 し て き ま し た 。 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 に よ り 、 自 宅 が

本当の終の棲家となれるよ うに支援した いと考え ます。 

今年度も 経営 とし て は 厳し い 状況 が続 い てい ます 。 移転後 の 銀行か らの

融 資 の 返 済 や 増 税 な ど 、 今 井 地 区 で 運 営 し て い た こ ろ と は 違 う 厳 し さ が あ

る 上 に 、 物 価 の 上 昇 、 光 熱 費 の 増 額 、 収 益 は 横 ば い に も 関 わ ら ず 人 件 費

の 増額 と 、 運 営 の 厳 し さに 直 面 し て い ま す 。 そ れ で も 、 良 い 介 護を す る べ く 、

ス タ ッ フ を 大 切 に し 、 新 し い ス タ ッ フ を 育 て 、 や り が い の あ る 仕 事 と 感 じ て も

らえるよう に常に向上心を持って施設運営に挑ん できまし た 。 

契 約 者 の 確 保 が で き れ ば 、 安 定 経 営 は で き る と 考 え て い ま す 。 新 し い 介

護 保 険 メ ニ ュ ― 看 護 小 規 模 多 機 型 居 宅 介 護 「 あ ん き の カ ン タ キ 」 を 地 域 に

広 め 、 支 え て く れ る ス タ ッ フ の 意 見 を 聴 き な が ら 、 地 域 に 必 要 と さ れ る 事 業

所になれるよ う努力しているところです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ . 事業実施の概略 

ア、 本部事業について 

（１）  会員 

 

 

 

認定ＮＰＯを 維持する為には、賛助会員を含め 3,000 円以上の寄付口数

が年平均１００人以上必要です。今年度は１４９人でした 。 

２ ０ ２ ３ 年 度 の 新 規 会 員 は ２ １ 人 、 退 会 は １ ８ 人 で し た 。 寄 付 者 は １ ６ 人 で し

た。 

 

 

（２）  広報活動 

①  「あん きだよ り」は ４回発行し ました 。 

第１０５号  ２０２３年１２月発行  

第２６回総会を 無事に開催できました  

一般財団法人白寿会から 助成し ていた だきました  

 

年 度  '99 年  '00 年  '01 年  '02 年  '03 年  '04 年  '04 年  '05 年  '06 年  '07 年  

正 会 員  69 人  84 人  77 人  69 人  84 人  106 人  92 人  116 人  111 人  115 人  

賛 助 会 員  39 人  58 人  45 人  46 人  48 人  62 人  69 人  65 人  57 人  59 人  

利 用 会 員      1 人  4 人  4 人  9 人  7 人  0 人  

計  108 人  142 人  122 人  115 人  133 人  172 人  165 人  190 人  175 人  174 人  

年 度  '08 年  '09 年  '10 年  '11 年  '12 年  '13 年  '14 年  '15 年  '16 年  '17 年  

正 会 員  129 人  138 人  135 人  129 人  73 人  56 人  53 人  51 人  50 人  52 人  

賛 助 会 員  55 人  53 人  49 人  49 人  106 人  125 人  126 人  116 人  130 人  134 人  

利 用 会 員  0 人  0 人  0 人  1 人  2 人  1 人  2 人  5 人  2 人  0 人  

計  184 人  191 人  184 人  179 人  181 人  182 人  181 人  172 人  182 人  186人  

年 度  '18 年  '19 年  '20 年  '21 年  '22 年  '23 年      

正 会 員  50 人  50 人  53 人  50 人  49 人  48 人      

賛 助 会 員  136 人  142 人  134 人  155 人  166 人  170 人      

利 用 会 員  0 人  0 人  0 人  0 人  0 人  0 人      

計  186 人  192 人  187 人  205 人  215 人  218 人      



第１０６号  ２０２４年３月発行  

介護保険改定２０２４  

BCP(業務継続計画)訓練を 行います 

自転車を 探し ています 

 

第１０７号  ２０２４年７月発行  

「あん きのカ ンタキ 」 看護小規模多機能型居宅介護

への変更 

第２７回通常総会のご案内 

新人スタ ッフ紹介(拡大版) 

 

第１０８号  ２０２４年９月発行  

第２７回通常総会開催にむけて 

塔野地夏祭り 

配食サービスが好評です 

あん きのカンタ キ(看護小規模多機能型居宅介護) 

 

 

②  ホームページ 

ホ ー ム ペ ージ が 新し く な り 、 ご 利用 に 関 す るご 案 内 や空 き 状 況

が見やす くな りまし た 。ト ップ ページか ら ブ ロ グやイ ンスタ グラ ム も

簡 単 に 閲 覧 で き ま す 。 「 あ ん き だ よ り 」 も 発 行 後 に ア ッ プ し て い ま

す。 

 

③  ブログ・イ ンスタ グラ ム 

２０１１年 11 月に開設したブ ロ グが、１４年目を 迎えました 。 

「 今 井 あ ん き の 家 」 で の 日 常 を 織 り 交 ぜ な が ら 、 老 人 介 護 に つ

い て 綴 っ て い ま す 。  “今 井 あ ん き の 家  ブ ロ グ ” で 検 索 、 若 し く

は ホ ー ム ペ ー ジ の ト ッ プ ペ ー ジ か ら 見 ら れ る よ う に な り ま し た 。

2019 年 4 月に開設したイ ンスタ グラ ムも ５年半が経ち、今井あん

き の 家 の 日 常 を お 伝 え す る 事 が で き ま し た 。 「 コ メ ン ト 」 に 感 想 や

ご意見をお願いし ま す。 

 

④  グループ ホーム＆宅老所「井戸端ごよ み」 

 あ ん き の 家 で の ご 利 用 者 の 様 子 を 中 心 と し た ス ナ ッ プ 写 真 と と

も に 、 季 節 ご と に （ 年 ４ 回 ） ご 家 族 に お 届 け し 、 イ ベ ン ト や 施 設 内

の 様 子 な ど を 伝 え る こ と が で き ま し た 。 今 後 も 施 設 の 雰 囲 気 が 伝

わるよう な季刊誌を 作成し ていきます。 

 

 



（３）  ボラ ンティ ア活動                        

永年に 渡り 、 犬山 新 婦人の 皆 さ まが 生け 花ボラ ン ティ アを 続 け て下

さ っ て い ま す 。 今 年 も メ ン バ ー の 方 々 が 庭 で 育 て た 沢 山 の 草 花 を 持

参 さ れ て 、 利 用 者 の 生 け 花 を 手 助 け し て 下 さ い ま し た 。 又 、 踊 り の 披

露 や 歌 、 手 遊 び な ど 、 ご 利 用 者 の 皆 さ ん と 一 緒 に 楽 し ん で く だ さ る 工

夫もし ていただきまし た。 

音楽ボラ ンティ アの訪問も 多く、スタ ッフ の知人の方がサック ス演奏

で楽し ませてくださっ たり、フルートやオカリナ、ウク レレと様々の楽器

を 駆使し な がら 沢山 の曲を 聞か せ て下 さ る、 『音 楽集団 ゆか いな 仲間

たち』も 訪れてくださいまし た 。 

歌 と 共 に フ ラ ダ ン ス を 披 露 し て 下 さ る 方 々 も 訪 問 さ れ 、 真 夏 の 気 分

を味わいました 。 

愛 く るし いワ ン ち ゃ ん も 二 匹 来て く れ ま し た 。 セラ ピ ー 訓練 中 のスタ

ッ フ の 愛 犬 で す が 、 利 用 者 の 皆 さ ん は 珍 し い 訪 問 に 大 喜 び で 、 楽 し

い時間を 過ご し まし た。 

会員の方々や、 今井 あん きの家に関 わっ た 方か ら 古タ オルや古布

が届き、ありがた く活用させていた だきました 。 

 

 

（４）  見学者・研修生 

２０２４年５月か ら ９月 迄、「高齢者の看 護 実習」とし て 、尾北医 師会

立 の 尾 北 看 護 専 門 学 校 ７ グ ル ー プ ３ １ 名 の 看 護 学 生 を 受 け 入 れ ま し

た。 

９時か ら １６時までの２日間ご との実習でした が、認知症高齢者との

関わりが少ない学生たちでした ので真摯にとり組み、ご 利用者の方々

と良い関係を 作る事ができました 。 

短 期 間 で あ っ て も 、 充 実 し 大 き な 学 び が あ っ た 実 習 だ っ た と 、 学 生

たちは感想を のべていまし た 。 

福 祉 学 習 の た め の 城 東 中 学 校 生 徒 が ４ 名 訪 問 さ れ ま し た 。 イ ン タ

ビュー形式で職員か ら介護を学ばれまし た。 

 

 

 

 

 



イ 、 介護保険事業について                     

（１）  小規模多機能地域密着型サービス 

①  グループ ホーム（認知症対応型共同生活介護） 

グループ ホーム とは 、高齢者が認知症に なり自宅で過ご す こ とが

難 し く な っ て も 、 住 み 慣 れ た 地 域 で 暮 ら し 続 け る こ と が で き る よ う に

支援する「地域密着型サービス」の一つです。 

また 、 少人 数で の 生 活によ っ て 、同 居し て い る高 齢者 やスタ ッ フ

と 顔 な じ み に な り や す く 、 利 用 者 の 不 安 感 を 防 ぐ こ と に 繋 が っ て い

ます。さら に、日常の家事などを 自分た ちの力で行う ことが、適 度な

刺激となり、認知症の進行を 防ぐ効果があるとも 言われています。 

塔野地 に移転し て２ 年が経 ち、 定員 は概 ね満室 です 。最 近で は

グループ ホーム棟内 でのご 利用者さん 同士の交流や行事も 増やす

こ と が で き 、 ま た 感 染 対 策 に 気 を つ け な が ら ご 家 族 さ ん と の 外 出 な

ど状況に応じ てできるよう になっ てきまし た。 

ご 家 族 の 希 望 が あ れ ば 看 取 り ま で 対 応 し て い ま す 。 今 年 度 は ３

名 看 取 り ま で 対 応 し ま し た 。 在 宅 往 診(医 療)や 訪 問 看 護(看 護 )と 連

携を とりながら 、安心 し て過ご すこ とので き るグループ ホームを 目指

しています。 

 

②  宅老所（小規模多機能型居宅介護）  

自宅で過ご す事を基本に、「通所」「訪問」「宿泊」の 3 つを 組み

合わせてご 利用者を 支援するサービスです。 

最 後 ま で 自 宅 で 暮 ら し た い と い う 希 望 は 多 い で す が 、 ご 本 人 や

ご 家 族 の 負 担 は と て も 大 き な も の で す 。 記 憶 力 の 衰 え た 高 齢 者 、

特に認知症のご 利用者にとっ て、3 つのサービスが同じスタ ッフか

ら 提 供 さ れ る のは 大 き なメ リ ッ ト です 。 「 い つも の スタ ッ フ さ ん だ ね」

と言っ て下さるご利用者も多いです。 

2006 年か ら小規模多機能型居宅介護のサービスをし てきました

が 9 月 30 日で閉鎖し、10 月 1 日よ り看護小規模多機能型居宅介

護とし て開業する運びとなりまし た 。これを機に事業所名も 、「宅老

所 今 井 あん き の 家 」 か ら  「 あ ん き の カ ン タ キ 」 へ 変 更し ま し た 。長

年の馴染みのある“今井”の名称がなく なるのは淋し くも あ り ますが、

塔野地の地で心機一転 頑張っ ていきます。 

 

 



③  共用型デイ サービス（共用型認知症対応型通所介護）  

共 用 型 デ イ サ ー ビ ス は グ ル ー プ ホ ー ム で 行 う 「 通 所 サ ー ビ ス 」 で

少人数の家庭的な環境の中で、個々に合わせた 柔軟な支援を 提供

し ま す 。 （ ３ 名 /日 ）  ま た 、 グ ル ー プ ホ ー ム と 共 用 ス ペ ー ス を 活 用 し

た サ ー ビ ス の た め 、 介 護 保 険 の 自 己 負 担 額 が 他 の デ イ サ ー ビ ス の

約 半 分 で 利 用 で き ま す 。 将 来 の 入 所 に 備 え 、 入 所 待 ち の 間 に 環 境

に 馴 染 ん で お く こ と が で き 、 ス ム ー ズ な 入 所 に も つ な が り ま す 。 こ こ

数年は新型コロ ナウィルスの影響も あり、利用者を 受け入れることが

難し くなっ ていますが、希望者ができし だい営業し ます。 

 

（２）  訪問看護ステーション  

訪 問 看 護 は 、 グ ル ー プ ホ ー ム 今 井 あ ん き の 家 が 皆 様 の 終 の 棲 家

と な る べ く 、 医 療 連 携 体 制 を と り 医 療 処 置 が 多 く 重 症 化 し て い く 利

用 者 様 が で き る だ け 穏 や か に す ご し て い た だ け る よ う に 援 助 し て い

ま す 。 ま た 看 取 り 介 護 の サ ポ ー ト が で き る よ う 介 護 ス タ ッ フ の カ ン フ

ァレンスにも 参加し介護・医療の連携が図れるよ うにし ています。 

看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 に 事 業 変 更 し 、 訪 問 看 護 が 小 規

模 と 一 体 化 し ま し た 。 看 護 が 必 要 な 利 用 者 様 に 訪 問 看 護 利 用 を 承

諾いた だき開始し ま した 。でき るだけ長 く お家で過ご し ていた だける

よ う 、 介 護 ス タ ッ フ と も 連 携 を 深 め お 家 で の 介 護 や 看 護 の 充 実 を 図

れるよ うにサポートし ていきます。  

 

（３）  あん き事業                               

今井あん きの家は介護保険事業以外に自主事業とし て、配食サ

ービス、お出か け同行サービス、今井の旧施設の活用などを 行っ

ています。 

配食サービスとお出かけ同行サービスは NPO 会員様限定のサ

ービスとなります。配食サービスは お弁当を昼食時や夕食時にご自

宅へ届けます。配食サービスの利用は増えてきています。その時

に安否確認やちょっ とし たお手伝いを行う事も 可能です。お出か け

同行サービスは 通院など家族での対応が困難な場合に宅老所の

送迎車を 利用し てお手伝いし ます。 

今井の旧施設の活用は、月に２回（第１.第３火曜日）「カフェ井

戸端」を 行っ ています。退職し たスタ ッフ や地域の方にボラ ンティ ア

で協力いた だいて、お茶やおしゃ べりを 楽しん だり、ラ ンチ サービ

スも 行っ ています。ラ ンチ は今井あん きの家の食事と同じ 物を 提供



していますので、施設でどんな食事を 食べているか知りた い方は是

非一度ご 来所ください（ラ ンチ は要予約）。旧施設の再利用として

は、今井小学校へ通うお子さんのご家族に貸し出した り、家の建替

えの間の仮住まいとして提供し まし た 。 

犬山アイ エネルギー株式会社と協力し て施設に併設した薪ボイ

ラーも 順調に運用し ています。SDGs（持続可能な開発目標）に対

応した 再生可能エネルギーという 事で見学に来る人も います。季節

によっ て薪を追加する量が変動し 、管理が大変そう で、煙による苦

情も 一部見ら れまし たが、その都度対応してもら い、お年寄りの入

浴のお湯はすべてこのボイラ ーでまか なっています。 

 

 

ウ、 各種会議の実施 

（１）  総会・理事会 

２０２３年度は 、通常総会１回、定例理事会３回、を 開催し まし た。 

 

第２６回通常総会  出席者５０人（内委任状提出者１７人）  

日 時 ２０２３年 11 月 23 日（木･祝）  13 時 30 分～ 

場 所 犬山市民交流センタ ーフロ イデ ２F 多目的研修室１.２  

 

第１回理事会  出席者 理事等１１人 

日 時 ２０２３年 11 月 14 日（火）１６時３０分～ 

場 所 今井あん きの家 

議 題 ①２０２３年６月～２０２３年９月利用者実績報告 

         ②２０２２年度総会準備 会計報告 

         ③看護小規模多機能型居宅介護への移行について 

          ④その他 

 

第２回理事会  出席者 理事等１１人 

日 時 ２０２４年３月２３日（土）１６時３０分～ 

場 所 今井あん きの家 

議 題 ①２０２３年１０月～２０２４年２月利用者実績報告 

②看護小規模多機能型居宅介護への移行状況 

③来年度の理事について 

④ミャンマー人採用進行状況・派遣社員含む採用状況 

⑤その他 



第 3 回理事会  出席者 理事等１１人 

日 時 ２０２４年７月７日（日）９時～ 

場 所 今井あん きの家 

課 題 ①２０２４年３月～２０２４年６月利用者実績報告 

          ②看護小規模多機能型居宅介護サービスへの移行に 

ついてのご 家族向け説明会の報告 

          ③BCP(業務継続計画)訓練の報告 

          ④ミャンマー人採用報告 

⑤その他 

 

（２）  運営会議 

  毎 月 第 ３ 金 曜 日 午 前 中 に 定 例 化 し て 開 催 し ま し た 。 運 営 委 員 は

代 表 理 事 と 職 員 の 代 表 １ ０ 人 で 構 成 、 月 １ 回 で 年 １ ２ 回 開 催 し ま し

た。 

 

（３）  各事業所スタ ッフ会議兼内部研修等 

新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 対 策 を 厳 守 し な が ら 、 グ ル ー プ ホ ー ム 、

宅 老 所 の ス タ ッ フ 会 議 は １ ２ 回 開 催 し ま し た 。 グ ル ー プ ホ ー ム ２ 棟 と

小規模 は同 日で 時 間帯を ずら し 、 そ れ ぞれ で会 議を 開 催し まし た 。

ま た 各 々 の 会 議 に は 、 施 設 内 部 で の 研 修 を 行 い 、 専 門 的 知 識 の 収

得 に 努 め て い ま す 。 ス タ ッ フ 会 議 前 に は 各 管 理 者 が 集 ま り 、 議 題 の

確認と会議進行の円滑化を はか るた めの話し 合いをし ています。 

 

（４）  地域密着型運営推進会議  

運 営 推 進 会 議 は 、 法 律 で ２ ヶ 月 に １ 回 の 開 催 が 義 務 づ け ら れ て

い ま す 。 グ ル ー プ ホ ー ム は 第 １ ６ 回 か ら 第 ２ １ 回 、 小 規 模 多 機 能 型

居宅介護は 第１０３回から 第１０８回とそれぞれが６回行いま した 。 

犬 山 市 高 齢 者 支 援 課 、 城 東 地 区 高 齢 者 あ ん し ん 相 談 セ ン タ ー 、

塔野地 区長 及び 今 井区長 、 今井 老人ク ラ ブ 会長 、城 東中 学 校区の

民 生 委 員 の 皆 様 、 利 用 者 の ご 家 族 様 に 議 案 を 送 付 さ せ て い た だ き 、

新 施 設 で の ご 利 用 者 の 生 活 状 態 や ス タ ッ フ の 対 応 の 現 状 、 コ ロ ナ

対策、事故報告の結果などについて報告しました 。 

また 、身体 拘束防止 委員会とし て の役割 も 兼ねており 、現状 の報

告をし ました 。 

令 和 ６ 年 か ら 新 た に 、 年 ２ 回 、 虐 待 防 止 委 員 会 の 開 催 が 義 務 付



け ら れ る 事 に な り ま し た 。 今 井 あ ん き の 家 で は 、 第 １ 回 を 令 和 ６ 年 １

月、第２回を 令和６年７月に開催し報告を しました 。 

身体拘束も 虐待に関する事例も 報告されていません 。 


